織田萬の「神社公法人」説と「神社非宗教団体」説 (特集 神道と日本文化の諸相) by 新田 均



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 319 - 縦田萬の「神社公法
人














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 323 - 織田滴の「神社公法人」説と「神社非宗教団体」説





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































國學院雅誌第104巻第II号(2003年） - 324 -
神
道
文
化
会、
昭
和
四
十
一
年）。
(
3)
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制』
（
校
倉
書
房、
昭
和
六
十
年）。
(
4)
『
憲
法
と
宗
教
制
度』
（
有
斐
閣、
平
成
八
年）。
(
5)
『
明
冶
国
家
と
宗
教』
（
東
京
大
学
出
阪
会、
平
成
十
一
年）。
な
お、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
概
念」
な
い
し
「
宗
教
学」
の
生
成
過
程
の
探
求
と
い
う
テ
ー
マ
は、
今
日、
主
に
宗
教
学
の
分
野
に
お
い
て
重
要
な
開
心
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
ら
し
い
。
例
え
は、
磯
前
廂
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
諮』
（
岩
波
害
店、
平
成
十
五
年）
な
ど。
(
6)
彼
の
政
教
関
係
に
つ
い
て
の
業
積
に
つ
い
て
は、
前
掲
註
(
l)
拙
論
「
細
田
萬
の
著
作
に
お
け
る
政
教
関
係
類
型
論
の
変
化
に
つ
い
て
」
の
四
六
頁
を
参
照。
(
7
)
政
教
関
係
の
類
型
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
化
に
つ
い
て
は、
前
掲
拙
論
参
召
5
0
n
u
5
 
(
8)
仏
教
や
教
派
神
道
は、
政
府
か
ら
特
権
を
与
え
ら
れ、
特
別
の
監
督
に
服
す
る
「
公
認
教」
で
は
な
い
と
す
る
織
田
の
見
解
を
検
討
し、
現
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
は
紙
数
の
関
係
で
別
稿
に
譲
る。
た
だ
し、
「
公
認
教」
と
は
見
な
さ
な
い
と
い
う
理
由
と
し
て、
”
仏
教
や
教
派
神
造
が
「
公
共
団
体」
て
は
な
く、
管
長
か
「
公
朦」
で
は
な
い
か
ら“
と
い
う
の
か
有
力
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
こ
こ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
描
田
「
宗
教
制
度
の
変
遷」
（
『
法
学
論
設』
第
三
巻
第
一
号、
大
正
九
年
一
月、
八
頁））
。
何
故
な
ら、
後
に
述
へ
る
か、
織
田
は
「
神
社
は
公
共
団
体」、
「
神
官
神
職
は
公
職」
と
見
る
べ
き
て
あ
る
と
の
立
場
に
立
っ
て
お
り、
“
神
社
を
宗
教
団
体
と
見
な
す“
と
す
れ
ば、
彼
の
学
説
の
他
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
と
し
て
も、
日
本
は
「
公
認
教
制
度」
の
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る。
(
9)
原
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
で
あ
る
か、
読
み
易
さ
を
考
え
て、
カ
ク
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
改
め、
濁
点
を
付
し、
漢
字
は
今
日
通
行
の
表
記
と
し、
仮
名
使
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た。
ま
た、
句
読
点
を
適
宜
付
し
た。
こ
の
原
則
は
以
下
の
引
用
文
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る。
(
10)
昭
和
九
年
の
『
日
本
行
政
法
原
理』
に
な
る
と、
「
法
人
た
る
公
の
営
造
物」
と
い
う
回
り
く
と
い
言
い
方
を
や
め
て、
端
的
に
「
公
財
団」
と
い
う
言
い
方
を
用
い
て
い
る。
(
11)
描
田
は、
同
じ
く
明
治
四
十
年
の
七
月
に
発
表
し
た
「
神
社
の
国
法
上
の
性
質」
（
『
法
学
志
林』
第
九
巻
第
ヒ
号）
に
お
い
て
も、
「
是
れ
〔
神
社
か
公
法
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と〕
は
今
日
迄
恐
く
は
余
り
考
へ
及
ば
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が、
予
は
先
年
始
め
て
此
見
解
を
立
て
た
」
（
一
ー
頁）
と、
そ
れ
か
自
ら
の
創
唱
に
よ
る
新
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る。
そ
う
だ
と
す
れ
は、
少
な
く
と
も、
明
治
四
十
年
以
前
の
神
社
に
つ
い
て
は、
「
今
日
の
目
か
ら
見
て
公
法
人
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
言
え
て
も、
「
当
時、
公
法
人
と
見
な
さ
れ
て
い
た
」
「
当
時、
公
法
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
」
「
当
時、
公
法
人
と
し
て
他
の
宗
教
団
体
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
」
な
ど
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る。
「
公
法
人」
「
法
人
た
る
公
の
営
造
物」
と
い
う
観
念
が
先
に
存
在
し
て、
そ
の
特
権
的
な
地
位
を
意
識
し
て
神
社
行
政
か
造
形
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
公
法
人
に
つ
い
て
の
学
説
か
輸
入
・
紹
介
さ
れ、
諸
説
の
批
判
が
展
開
さ
れ
る
中
で、
気
が
つ
い
て
み
る
と、
公
法
人
の
観
念
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
日
本
に
も
あ
っ
た、
そ
れ
が
神
社
た
っ
た、
と
い
う
こ
と
ら
し
い。
(
12)
こ
の
描
田
の
語
り
口
を
聞
い
て
い
る
と、
「
宗
教」
と
い
う
確
固
と
し
た
観
念
が
先
ず
存
在
し
て、
そ
こ
か
ら
神
社
が
分
離
さ
れ
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か、
そ
れ
は
「
宗
教」
と
い
う
観
念
か、
と
も
か
く
も、
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
き
て
い
た
明
治
四
十
年
の
時
点
か
ら
過
去
を
振
り
返
っ
て
書
い
て
い
る
た
め
に、
そ
の
よ
う
な
語
り
方
に
な
る
の
だ
ろ
う。
前
に
も
書
い
た
が、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
て、
神
社
や
仏
教
そ
の
他
の
宗
教
と
政
府
と
の
関
係
か
模
索
さ
れ
る
中
で、
「
宗
教」
と
い
う
観
念
も
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う。
